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Ⅰ　問題と目的

　保育者養成校に在籍する学生は，保育士資格及び幼稚園教諭免許状取得のために必修となる保育所や

福祉施設，幼稚園での実習を通して，保育者となるために必要な様々な知識や技術を学んでいる。そこ

での学びや経験は，各々の実習だけの断片的なものではなく，次に迎える実習に向けてその都度反省や

課題を見いだし，継続的な学びとなるようつなげていくことが大切である。よって，その後の成長につ

ながるよう指導することが，保育者養成校の教員に求められることであろう。では，学生が実習での学

びや経験をその後の成長につなげられるように導くためには，何が必要であり，指導する上で重要なポ

イントとなるのであろうか。

　実習に臨むに当たり，学生は各々自分自身の実習の目標・課題を設定している。それを達成するため，

実習を迎えるまでに準備を整え，実習中も日々それらを意識して臨むこととなる。実習終了後には，設

定した目標や課題がどの程度達成出来たのかも含め，その実習での自己の姿を客観性をもって冷静に振

り返ることが求められる。達成できたことや至らなかったことの理由や根拠を掘り下げ考察することで，

次の実習までに自分が成すべきことや，今後達成すべき新たな自分の課題や目標を見出せることにつな

がる。この一連の流れが，学生の成長をもたらすのではなかろうかと考える。

　これまで，保育士資格取得のための 3 つの実習，保育実習Ⅰ a（第 1 回保育実習），保育実習Ⅰ b（施

設実習），保育実習Ⅱ（第 2 回保育実習）を通して，評価票と学生の自己評価の“ズレ”から学生の実

習での学びについて，実習指導上の課題を見出してきた（佐々木・久松，2015）。

　山田・那須・森田（2011）は，集団で養成するデメリットを補う重要なデータとして，個人の実習に

おける成長を確認できる評価票の活用が，事後指導の充実を図るものになるといえ，実習施設が学生を

客観的に評価する指標であり，学生自身が実習の振り返りと今後の課題を見出す指標でもあるとし，実

習の評価にとどまらない評価票の有効な活用を示唆している。

　実習中に試行錯誤しながらも，自分の目標を達成できた成功体験に基づく自信，あるいは子どもとか

かわる中で心動かされた感動的な経験に基づくモチベーションの増加等も，学生の継続的な学びを支え

る要因となろう。様々な要因が考えられようが，ここでは「実習後の学生の反省と課題の導出」に着目

したい。

　以上を踏まえ，本研究では，同一実習先にて実施される 2回の保育所実習「保育実習Ⅰ a」「保育実習Ⅱ」

（各 2 週間）における「評価票」及び「自己評価」を用いて，実習後の学生の反省と課題の導出が学生

の成長に及ぼす影響を検討する。
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Ⅱ　方法

１．調査対象者

　保育者養成校に在籍する学生のうち，保育士資格取得を希望し，「保育実習Ⅰ a」及び「保育実習Ⅱ」

を履修した M 短期大学保育科平成 26 年度入学者を対象とした。

・平成 26 年度入学者

　「保育実習Ⅰ a」〔第 1回保育所実習〕 （以下，Ⅰ aと記す）

　実習期間：平成 27 年 2 月 18 日～ 3月 3日（2週間）

　「保育実習Ⅱ」〔第 2回保育所実習〕 （以下，Ⅱと記す）

　実習期間：平成 27 年 11 月 4 日～ 11 月 17 日（2週間）

　履修者：208 名

２．調査対象  　　

　平成 26 年度「Ⅰ a評価票」

　〔Ⅰ aの実習先による学生評価：実習終了後，実習先より送付される評価票〕

　平成 26 年度「Ⅰ a自己評価」

　〔学生自身による評価・振り返り：実習終了後，実習指導にて学生が取り組む自己評価シート〕

　平成 26 年度「Ⅱ評価票」

　〔Ⅱの実習先による学生評価：実習終了後，実習先より送付される評価票〕

「自己評価」「評価票」 項目は以下の通りである。

　Ⅰ．「出勤状況について」（欠勤・遅刻・早退の日数，連絡，補充について）

　Ⅱ．「実習態度・日誌について」7項目を 3件法評価

　Ⅲ．「実習内容について」（Ⅰ a：8項目を 5段階評価）（Ⅱ：10 項目を 5段階評価）

　Ⅳ．「総合評価」（出勤状況・実習態度，日誌実習内容から総合的に評価）5段階評価

　Ⅴ．自由記述（自己評価）・総合所見（評価票）

　上記項目のうち，本研究においては以下 3つの項目に焦点を絞り検討する。　

　①「Ⅰ a評価票」〔実習先による学生評価〕

Ⅳ．総合評価（Ａ：とてもよくできていた　Ｂ：よくできていた　Ｃ：できていた　Ｄあまり　            

できていなかった　Ｅ：全くできていなかった）の 5段階評価

　②「Ⅰ a自己評価」〔学生自身による評価・振り返り〕

Ⅴ．自由記述（「出勤状況，実習態度，日誌の提出について」「実習内容について」「課題（保育実

習Ⅰ a を振り返って，これから自分が保育者として成長するためにどのようなことが必要だと思い

ますか。具体的に書いてください）」の 3つの項目を提示）

　③「Ⅱ評価票」〔実習先による学生評価〕

Ⅳ．総合評価（Ａ：とてもよくできていた　Ｂ：よくできていた　Ｃ：できていた　Ｄあまり　            

できていなかった　Ｅ：全くできていなかった）の 5段階評価 

　なお，①「Ⅰ a 評価票」と③「Ⅱ評価票」の実習先による学生評価「評価票」は，基本的に同一園か

らの評価となる。
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Ⅲ　結果及び考察

１．指標の概要

　本研究では，「実習後の学生の反省と課題の導出」が「学生の成長」に及ぼす影響を検討するため，調

査対象データを以下の指標において分析した。

「学生の成長」

　調査対象学生の成長は，以下の基準にて群分けした。

【1】群分けの基準

　学生の成長は，③「Ⅱ評価票」の 5 段階評価と，①「Ⅰ a 評価票」の 5 段階評価の差分（③－①）を

その指標とする（差分得点）。算出にあたっては，Ⅳ．総合評価（Ａ：とてもよくできていた　Ｂ：よ

くできていた　Ｃ：できていた　Ｄあまりできていなかった　Ｅ：全くできていなかった）の 5 段階評

価をそれぞれＡ：5 点，Ｂ：4 点，Ｃ：3 点，Ｄ：2 点，Ｅ：1 点に換算して行った。その結果，差分得

点は，－２～＋２を示した（表１）。なお，ⅡとⅠ a は同一実習先にて実施されており，個人内の園の

違いによる影響は統制できるものと考える。

　実習Ⅰ a とⅡの「実習内容について」（Ⅰ a：8 項目を 5 段階評価）（Ⅱ：10 項目を 5 段階評価）は本

研究では取り扱わないが，評価内容や項目数が異なる。それを受けて，Ⅳ．「総合評価」（出勤状況・実

習態度，日誌実習内容から総合的に評価）5 段階評価において，Ⅱの実習の方が高いレベルが求められ

ることが想定される。よって，差分得点が 0の場合であっても「成長した」とも解釈することもできるが，

本研究においては下記の内容にて差分得点として取り扱うこととする。

　「実習後の学生の反省と課題の導出」が「学生の成長」に及ぼす影響を検討するため，まず差分得点

が－ 1 と 0 の学生を「非成長群」，＋ 1 と＋ 2 の学生を「成長群」とした。なお，本研究では学生の成

長に焦点をあてるため，今後さらに成長の余地のある「Ⅰ a評価票」Ⅳ．総合評価 5段階評価のうち，Ｃ：

3点，Ｄ：2点，（Ｅ：1点は該当者なし）の学生 74 名に対象を絞った（表２）。
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「実習後の反省と課題の導出」

　Ⅰ a 終了後の実習指導にて，学生が取り組む「Ⅰ a 自己評価」におけるⅤ．自由記述を，保育実習の

主任である筆者が以下の二つの基準・観点より得点化した。

【2】得点化の基準・観点

（１）「反省・課題導出の深度」（得点）

　以下の基準にて 1～ 5点と得点化した。

　1点：反省・課題が自由記述から読み取れない

　2点：反省・課題が曖昧

　3点：課題が何であるかは明確

　4点：反省・課題の根拠または課題を達成する手段が明確

　5点：反省・課題の根拠及び課題達成の手段の両方が明確

　上記の基準にて得点化するにあたり，自由記述欄に学生が記入した具体例を表 3に示す。

（２）「目標の適正性」（得点）

　「目標のレベル」，「目標の達成可能性」，「目標の保育との関連性」という 3 つの観点により得点化（1

～ 5点）した。

　上記の観点にて得点化するにあたり，自由記述欄に学生が記入した具体例を表 4に示す。
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　「反省・課題導出の深度」と「目標の適正性」の平均値を表 5に示す。

　非成長群における「反省・課題導出の深度」・「目標の適正性」の得点平均を，成長群はいずれも上回

る結果となった。

２．「反省と課題の導出」が「成長」に及ぼす影響

　次に両群の「反省・課題導出の深度」，「目標の適正性」を比較するために，群を独立変数，各得

点を従属変数とした対応のある t 検定を行った。その結果，両得点において群間に有意差がみら

れた（反省・課題導出の深度：t(60.56)= 4.95, p < .05，目標の適正性：t(71.90)= 3.53, p < 

.05）（図１）。

　よって，実習Ⅰ a 終了後に実習での自己の姿を客観性をもって冷静に振り返り，適正な今後の目標を

立てることが，その後の実習Ⅱにおける学生の成長をもたらすことが示唆された。

　　

３．まとめと今後の課題

　Ⅰ a 終了後に，目標がどの程度達成できたか自己の姿を振り返り，達成できたことや至らなかったこ

との理由や根拠を考察し，新たな自分の課題・目標を適正性をもって見出す。その試みにより，実習Ⅱ

における学生の成長をもたらすことが本研究により示唆された。今後は適切な実習後の反省と課題の導

出を促す要因を明らかにし，それを基に効果的な実習指導内容を開発していくことが課題である。

　今後の課題，実習指導内容の改善点を以下に述べる。

図 1．非成長群と成長群の各得点の平均値
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（１）実習目標・課題設定時の指導の充実

　実習終了後に，設定した目標がどの程度達成できたかを振り返る事になるが，実習に臨む前に適切な

実習の目標を立てることが出来なければ，実習前の準備や実習中の日々の振り返り，及び実習後の振り

返りも内容の充実が期待できない。よって，初めて臨むⅠ a の実習に向けての実習目標・課題の設定に

おいて，具体例を示しながらきめ細やかな指導が必要であると考える。

（２）「自己評価」〔学生自身による評価・振り返りシート〕記入用紙の改善

　Ⅴ．自由記述には，「出勤状況，実習態度，日誌の提出について」「実習内容について」「課題（保育

実習Ⅰ a を振り返って，これから自分が保育者として成長するためにどのようなことが必要だと思い

ますか。具体的に書いてください）」の 3 つの項目を提示し，実習事後指導にて学生が記入している。

本研究においては，学生が記入した自由記述を，「反省・課題導出の深度」と「目標の適正性」の二つ

の基準・観点より得点化する作業を行った。反省・課題の根拠及び課題達成の手段の両方が明確に記

入されており，目標のレベル，目標の達成可能性が適正であり，保育との関連性が見られる記述が，

実習Ⅱにおける学生の成長をもたらす結果を踏まえると，自己評価記入用紙の改善の試みが今後の課

題となり得る。

　上記の流れにて各項目内容を深めることができるよう，一人ひとりの自己評価を促す自己評価記入用

紙を作成したい。　

（３）実習報告会の実施

　実習後の自己評価はあくまでも個人の中での振り返りとなる。よって，より多角的な視点を得るため

には，他者と実習内容や学び，今後の課題等を共有することで，自己の振り返りも深まり，新たな自分

の課題・目標を適正性をもって見出すことが期待される。また，実習報告会を実施するにあたり，実習

前指導にて報告会の予告を行い，実習前に実習報告書の記入用紙を配布し，実習中にその都度記入して

いくことを試みたい。

実習報告書は以下の項目を検討する。

　１．実習先の概要（保育目標・保育方針・園の特徴）

　２．自分の設定した実習の目標・課題

　３．実習前に行った準備（知識の再確認・研究保育準備・指導案作成・ピアノ・手遊び歌のレパートリー・

　　　製作・準備物確認・体調管理など）

　４．実習内容（配当クラス・勤務時間・具体的な活動内容・部分保育・研究保育・半日保育・全日保育など）

　５．子どもから学んだこと（子どもとのかかわりを通して気づかされたことなど）
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　６．先生方から学んだこと（子どもに対する働きかけ・援助の方法・トラブルへの介入方法・保育環

　　　境整備・児童文化財の活用など）

　７．先生方からいただいた具体的なアドバイス

　８．研究保育の内容（対象年齢・具体的な活動内容）

　９．研究保育を通して理解したこと・気づいたこと

　10．後輩に伝えたいこと（2年生）

　11．今後の課題　

　また，1・2 年生合同実習報告会を実施することで，これからⅠ a に臨む 1 年生にとっては実習の目的

を設定する参考となり，実習に対する不安軽減とモチベーションの増加につながることが期待される。

Ⅱを終えた 2 年生にとっては，これまでの実習の集大成として他者に実習の成果を報告することで，自

分の成長を実感できる場ともなる。また，社会人として保育者として今後成長するための目標を明確に

し，継続的な自己の向上を促すことにつながることが期待される。

　学生が実習での学びや経験をその後の成長につなげられるように導くために，まずは上記 3 点を中心

に実習指導の改善に努め，学生の継続的な学びにつなげることができるよう試みたい。
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